
以下に一般的な対処法をご案内いたします。 

 

１．目撃者情報を入手 （名前・電話番号） 

  保険会社は事故車の乗客を目撃者として認めないため、一部始終見ていた他の目撃者がい

ればベストです。 
 

２．事故相手と情報交換 

  －車の運転者と所有者の名前・住所・電話番号 

  －車の所有者の保険会社名、クレーム報告先番号、証券番号  
 

≪相手が情報を渡したがらない場合、相手が逃げた場合≫ 

  相手の車情報（メーカー、モデル、ライセンスプレート）を記録して、警察を呼んで下さい。 
 

３．警察を呼び、事故レポートを作成してもらう 

  駐車場は私有地がほとんどのため、警察は管轄権がないことを理由に現場まで来てくれない

こともあります。レポートを作成してくれたとしても、過失については明確な記載がないことがほと

んどですが、相手の情報は記載されるため（現場にいた場合）その後の事故処理に役立つ場合

が多いです。実際は、警察のレポートがなくても事故処理は可能ですが、当て逃げの場合は事

故処理に警察の事故レポートが必要な場合が多いため、できる限り入手ください。警察が現場

に来てくれないときは近くの警察署まで行って“Walk in report”として事故レポートを作成してもら

うとよいでしょう。 
 

４．事故状況の記録をする 

  写真を撮る。事故状況を図に残しておく。目撃者がいない場合お店のセキュリティカメラのビ

デオも一記録となることもあるようです。 
  

５．弊社までまずはご相談下さい。 

  相手の保険会社に報告した方がいいか、ご自身の保険を使った方がいいかなど状況に応じ

てご相談に応じます。 

 

 

【参考】eHow “How To File a Police Report for an Accident in a Parking Lot”  
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Loyalty Group Insurance Services, Inc.  (LGIS) 

お問い合わせ先 

お見積もりから保険に関するご質問など 

お気軽にご相談下さい！ 

 

 

877-LGISINC  
877-544-7462 

 

● 日本語のオプション→個人保険のオプション

で弊社の日本語サービスデスクにつながります。 

 

●なお、これまでの859‐817‐2300に直接かけて頂

いてもつながりますのでご安心下さい。 
 

----------------------------------------- 

LGIS休業のお知らせ 

５月２８日（月） 

 

Memorial Dayの祝日により休業いたします。 

5月29日（火）は通常通り８AMから営業いたしま

す。ご迷惑をおかけしますが、 

何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

皆様よい連休をお過ごし下さい！ 

先月のガレージでの事故に続き、今回も最近非常に多い 

駐車場での事故につき特集いたします。 

 

アメリカでは、土地が有り余っているのもありやたらと大きい

駐車場を作っていますね。こんなに広い駐車場だと事故なん

て遭わないだろうと考えがちですが、頻度からすると実は非常

に多いのです。 

 

アメリカでは日本と違って前から駐車する人がほとんどのため、駐車スポットから出ようと思うと

それぞれがバックで出ることになります。やはりバックの場合は、後方がよく見えていないため、

近づいてきている車に気付かずぶつかってしまうというケースが多いのかもしれません。 

LGISの代表電話番号が 

フリーダイヤルになりました！ 

車の所有者の保険が 

第一に発動するため。 


